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第1日
2時限目

1
2

A［練習問題1］

irb(main):001:0> 10 ** 100 べき乗の演算子は「**」
=> 1000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000
irb(main):002:0> a = 10 ** 100
=> 1000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000
irb(main):003:0> a - 1
=> 9999999999999999999999999999999999999999999999999
999999999999999999999999999999999999999999999999999

【解説】
Rubyは多倍長整数（Bignum）を扱えるということと、変数にオブジェクトを設定する必要性がある

ことについての問題です。

そのまま計算す
ると次の入力が
大変になる

変数aに結果を
設定する

設定した値から
1を引く

A［練習問題2］

irb(main):004:0> 0.5 == 1 / 2.0 Floatクラスの値を設定する
=> true

【解説】
数値演算の結果をFloatクラスで求める場合には、いずれかの項にFloatクラスのオブジェクトを置き

ます。

A［練習問題3］

irb(main):007:0> Float === 1.6 1.6はFloatクラスのオブジェクト
=> true
irb(main):008:0> Numeric === 1.6
=> true
irb(main):009:0> 1.6 === 1.6 ===演算子は、同じ値かどうかの比較にも利用可能
=> true

FloatクラスのオブジェクトはNumericクラスの
オブジェクトでもある

【解説】
「1.6」が属するクラスを問う問題です。なお、上のirbの結果が示すように、===演算子は、==演算

子の動作（値の比較）を含みます。

【解説】
FalseClassクラスは、TrueClassクラス、NilClassクラスとともに、そのクラスに属するオブジェ

クトが1つしか存在しない特別なクラスです。

A［練習問題4］

irb(main):010:0> false.class FalseClassクラスのオブジェクトはfalseのみ
=> FalseClass
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付録1●練習問題の解答

A［練習問題5］

irb(main):011:0> big = 10000000000000000000000000000
00000000000000000000
=> 1000000000000000000000000000000000000000000000000
irb(main):012:0> fix = 1 Fixnumクラスのオブジェクト
=> 1
irb(main):013:0> float = 1.0 Floatクラスのオブジェクト
=> 1.0
irb(main):014:0> big.class 確認
=> Bignum
irb(main):015:0> fix.class 確認
=> Fixnum
irb(main):016:0> float.class 確認
=> Float
irb(main):017:0> (big + fix).class
=> Bignum Integerクラス同士の加算はIntegerクラス（この場合はBignumクラス）
irb(main):018:0> (big + float).class
=> Float FlaotクラスとほかのNumericクラスの加算（ほかの演算も同様）の結果はFloatクラスとなる
irb(main):019:0> (fix + float).class
=> Float FlaotクラスとほかのNumericクラスの加算（ほかの演算も同様）の結果はFloatクラスとなる

【解説】
BignumクラスのオブジェクトとFixnumクラスのオブジェクトは、ともにIntegerクラスのオブジェク

トで、どちらもFloatクラスのオブジェクトと演算した結果はFloatクラスのオブジェクトに変わります。

【解説】
ifの振る舞いと、Integerクラスのオブジェクト同士の演算結果についての問題です。

Bignumクラスの
オブジェクト

A［練習問題6］
結果は1。

irb(main):020:0> if 10 / 3 == 3
irb(main):021:1>   1
irb(main):022:1> else
irb(main):023:1*   2
irb(main):024:1> end
=> 1

Integerクラス同士の演算のため、結果は
Integerクラスのオブジェクトへ切り捨て

A［練習問題7］

if x % 15 == 0
3

elsif x % 3 == 0
1

elsif x % 5 == 0
2

else
4

end



4

【解説】
プログラムの意図は、xが3で割り切れる値の場合は1、5で割り切れる値の場合は2、15で割り切れ

る値の場合は3、それ以外では4を返したいと考えられます。
しかし、15で割り切れるかどうかの判断を3や5の判断より後ろに配置したため、3を得ることはで

きません。このため、15の判断を最初に行う必要があります。

第1日
3時限目

1
3

A［練習問題1］
結果は7。

irb(main):026:0> 1.upto(10) do |n|
irb(main):027:1*   x *= n
irb(main):028:1>   if x > 1000
irb(main):029:2>     break n
irb(main):030:2>   end
irb(main):031:1> end
=> 7

ブロックの引数iには、1から10までの整数が
順に設定される

x *= nは、x = x * nと等しいため、この処理は
1 * 2 * 3 ……という階乗の操作

7の階乗の5040は1000より大きくなるため
ifの条件が成立する

7がuptoメソッドの結果として返る

A［練習問題2］
a.lengthの結果は11。
a [9] の値はnil。

irb(main):034:0> a = []
=> []
irb(main):035:0> a[10] = 3
=> 3
irb(main):036:0> a.length
=> 11
irb(main):037:0> a[9]
=> nil

【解説】
配列の添え字は0から始まるため、添え字10は0から数えて11番目となります。このため、配列の長

さは11となります。また、空の配列を [] =メソッドによって伸長した場合、未設定の要素はnilとなりま
す。

A［練習問題3］

#addressinfo.rb
class AddressInfo
def initialize(zip, city, address)
@zip = zip
@city = city
@address = address

end

def print_zip
print @zip, "¥n"

end
end
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付録1●練習問題の解答

addresses = []
File.open("c:/InstantRails/rails_apps/address_book.csv").
each_line do |info|
a = info.split ","
addresses << AddressInfo.new(*a)

end.close
addresses.each do |a|
a.print_zip

end

C:¥InstantRails¥rails_apps>ruby addressinfo.rb
100-0001
263-0000

【実行結果】

第3日
1時限目

3
1

A［練習問題1］

validates_length_of :location, :within => 4..8

【解説】
範囲を指定する場合は、:withinオプションにRangeクラスのオブジェクトを指定します。ここでは4

以上8以下なので、4..8を指定します。なお、指定するRangeクラスオブジェクトに4...9（4以上9未
満）を指定しても間違いではありませんが、特に理由がない限り、仕様に記述された数値（ここでは4と
8）をコードでも利用すべきです。

最小値と最大値を個別に（「:minimum => 4, :maximum => 8」）指定できそうに思えます
が、:minimumオプションおよび:maximumオプションはいずれか一方の選択オプションなので、この指定
方法はエラーとなります。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

A［練習問題2］

validates_exclusion_of :location, :in => ['school', 'street']

【解説】
特定の文字列などを排除する場合には、validates_exclusion_ofメソッドに:inオプションを指定して

呼び出します。

※もちろん、:use_month_names => ['睦月', '如月', ……]のように記述しても正解です。

A［練習問題3］

<%= datetime_select 'memo', 'created_at', :use_month_names => 
%w(睦月 如月 弥生 卯月 皐月 水無月 文月 葉月 長月 神無月 霜月 師走) %>
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【解説】
この問題の主眼は、APIリファレンスを調べることです。リファレンスの文章は英語で書かれています

が、例はRubyで書かれているため、ある程度の勘があれば、読めるでしょう。
重要な点は、リファレンスを読むことで、芋づる式に%W () 記法のような、文字列の配列を便利に記

述するための方法を知ることができたり、いつも利用しているメソッドより便利なメソッドを発見した
りすることができる点です。

第3日
4時限目

3
4

A［練習問題1］
それぞれ、次のように変える。

FileUtils.cp ENVIRONMENT_RB, "#{ENVIRONMENT_RB}.bak"

File.open("#{ENVIRONMENT_RB}.000", 'wb') do |dst|
dst.print IO.read(ENVIRONMENT_RB)

end

FileUtils.cp APPLICATION_RB, "#{APPLICATION_RB}.bak"

File.open("#{APPLICATION_RB}.000", 'w') do |dst|
dst.print IO.read(APPLICATION_RB)

end

【解説】
ファイルの読み書きはプログラミングの基本なので、確実にプログラムできるようにしましょう。
なお、解答で示した方法では、バックアップしたファイルの改行コードが変わってしまう可能性があり

ます。Rubyのプログラムとしての意味は変わらないので問題はないのですが、たとえばそれによってフ
ァイルサイズが変わってしまうと、正しくバックアップされているのか不安になるというようなことが
あるかもしれません。
その場合には、モードを指定できるFile.openメソッドを利用して、バイナリモードで処理します。

File.open("#{APPLICATION_RB}.000", 'wb') do |dst|
File.open(APPLICATION_RB, 'rb') do |src|
dst.print src.read

end
end

なお、数100Kバイト以上のファイルを処理する場合には、ここで示した一括読み取り中にメモリー
不足でエラーになったり、極度に速度が低下したりする可能性があるため、一定のサイズで読み書きする
ようにします。

File.open("#{APPLICATION_RB}.000", 'wb') do |dst|
File.open(APPLICATION_RB, 'rb') do |src|
while data = src.read(16000)
dst.print data

end whileに戻る
end

end

16000バイトずつ処理する。whileは与えられた
式が真ならendまでの節を実行する制御構造
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付録1●練習問題の解答

A［練習問題2］

require 'fileutils'
task :init_gettext => [:update_environment, :update_application] do
end

task :update_environment
next if /¥$KCODE = 'u'/ =~ IO.read(ENVIRONMENT_RB)

FileUtils.cp ENVIRONMENT_RB, "#{ENVIRONMENT_RB}.bak"
File.open(ENVIRONMENT_RB, 'w') do |f|
f.puts "$KCODE = 'u'"
f.puts IO.read(ENVIRONMENT_RB + '.bak')
f.puts "require 'gettext/rails'"

end
end

task :update_application
next if /init_gettext '#{PROJECT_NAME}'/ =~ IO.read(APPLICATION_RB)

:省略
end

【解説】
依存するタスクは複数指定できる点や、if修飾子の利用などに注意してください。

第3日
5時限目

3
5

A

<h1><%=h _('Editing memo')%></h1>

<% form_tag :action => 'update', :id => @memo do %>
<%= render :partial => 'form' %>
<%= submit_tag _('Edit') %>

<% end %>

<%= link_to _('Show'), :action => 'show', :id => @memo %> |
<%= link_to _('Back'), :action => 'list' %>

●edit.rhtml

<% for column in Memo.content_columns %>
<p>
<b><%= column.human_name %>:</b> <%=h @memo.send(column.name)

%>
</p>
<% end %>

<%= link_to _('Edit'), :action => 'edit', :id => @memo %> |
<%= link_to _('Back'), :action => 'list' %>

●show.rhtml
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第4日
1時限目

4
1

A
第3日の操作でモデル（app¥models¥memo.rb）に実装した、次のような入力の存在を検証する処理
のコードによって、空のtextとlocationが検証エラーとなるため。

validates_presence_of :text, :location

【解説】
開発を続けていくうちに、新たな実装によって以前のテストメソッドが失敗するようになることがあ

ります。その場合、失敗するテストメソッドを削除するのではなく、テストメソッドを新たな実装に合わ
せて修正します。
ここでは、モデルに検証処理を追加したために、表明の確認に成功していたメソッドが失敗するように

なった理由を調べられるかどうかを問うています。
なお、scaffoldが生成するテストプログラムは、テストの足場となるように構成されています。

第4日
2時限目

4
2

A
以下の手順で実装する（テストの実行については省略）。

①fixtureの登録
test¥fixtures¥memos.yml の末尾に以下を追加。

six:
id: 6
created_at: <%= Time.now.to_formatted_s :db %>
text: テストデータ#6
location: data6

seven:
id: 7
created_at: <%= Time.now.to_formatted_s :db %>
text: テストデータ#7
location: data7

def test_today_memos
a = Memo.today_memos
assert_equal 2, a.size
assert_equal 1, (a[0].id - a[1].id).abs
assert_equal 13, a[0].id + a[1].id

end

def self.today_memos
find :all, :conditions => ['date(created_at) = ?',Date.today],

:order => 'created_at desc'
end

②テストメソッドの追加
test¥unit¥memo_test.rbに、次のメソッドを追加。

③today_memosメソッドの追加
app¥models¥memo.rbに、次のメソッドを追加。
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付録1●練習問題の解答

【解説】
この問題のポイントを以下に示します。

・本日日付をERBを利用してfixtureに設定する
第4日1時限目の「解説③ fixtureファイルの書式」を参照してください。

・表明の工夫
ここでは、fixtureの:sixレコードと:sevenレコードがこの順序でデータベースから読み出されるかど

うかわからないと前提した場合に、表明に工夫が必要となります。実行時には同じ時刻になるかもしれま
せんし、sevenのほうが遅い時刻になるかもしれません。前者であれば、SQLのorder句によって読み出
し順を指定しても、どちらが最初にフェッチされるか厳密には不明です。
解答例では、いずれにしろ、idが6または7の2つのレコードが読まれることを表明するために、減算

した絶対値と、合計値を利用しています。
解答としては、素直に、最初のレコードのidを6、次のレコードのidを7としてもかまいませんが、実

際のテストプログラムではこのような考慮が必要となることがあります。

・埋め込みクエリの利用
パラメータを取るクエリを作成する場合は、必ず埋め込みクエリを利用します。
「操作手順③－－より複雑な処理を作る」の手順④の場合は、実行時に決定する動的なパラメータがない
ため、文字列をそのままクエリとしています。しかしこの問題では、当日の日付という、実行時まで値を
決められないパラメータを利用しています。
なお、解答例ではMySQLのdate関数を利用して日付だけを条件にしていますが、当日の日付の0時0

分0秒から、当日の日付の23時59分59秒の範囲としてクエリを設定しても間違いではありません。し
かしプログラムが煩雑になるので日付だけを抽出するほうがよいと思います。

第4日
3時限目

4
3

A［練習問題1］
以下の手順で実装する（テストの実行については省略）。

①ファンクショナルテストの追加
test¥functional¥memos_controller_test.rbに以下を追加。

def test_show
:省略

assert_select 'a', :count => 2
end

def test_show_bookmark
get :show, :id => memos(:three).id :threeは、locationがURI

assert_response :success
assert_select 'a[href=http://example.com/3]', 
'http://example.com/3' リンクとして表示されていることを表明
assert_select 'a', :count => 3 アンカータグの総数が3であることを表明

end

EditとBackの2つのアンカータグのみ
であることを表明

②rhtmlの実装
app¥views¥memos¥show.rhtmlを以下のように修正。

<% for column in Memo.content_columns %>
<p>
<b><%= column.human_name %>:</b> <%= format_column_value @memo,
column.name %>

ヘルパメソッドを
呼ぶように修正
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</p>
<% end %>

<%= link_to 'Edit', :action => 'edit', :id => @memo %> |
<%= link_to 'Back', :action => 'list' %>

【解説】
この問題のポイントを以下に示します。

・表明の工夫
ファンクショナルテストでは、一言一句同一のHTMLが生成されているかを表明するのではなく、実

装される機能にのみ着目して、単純でかつ的確な表明を考えましょう。たとえば解答例では、元の
test_showメソッドが2つのアンカータグを持っているかどうかで、locationカラムがリンクとして表
示されていないことを表明しています。
もちろん、大きなバグがあれば、この表明は不十分です。たとえば、EditとBackの2つのアンカータ

グが表示されずに、代わりにlocationとtextがリンクになっていても、この表明は成功してしまいます。
しかし、そこまで極端なバグであれば、実際にブラウザでHTMLを眺めればすぐに確認できます。ファ
ンクショナルテストも、ユニットテストと同じく、品質保証テストではなく、開発のためのテストです。
したがって、実装した機能の結果の状態をプログラムとして表明できればよしとします。

・ヘルパメソッドの利用
本文の操作手順⑤と⑥で実装した、format_column_valueメソッドを利用することもポイントです。

本文の操作手順③の時点と異なり、すでにカラムを適切にHTML化する共通メソッドを用意しているの
で、それを利用します。

第5日
1時限目

5
1

A［練習問題1］
app¥models¥memo.rbを以下のように修正する。

:省略
has_many :attachments, :select => Attachment::METADATA_COLUMNS
has_many :files, :class_name => 'Attachment', :select => 'id,
name, content'

:省略 追加

変えない

【解説】
この問題は、関連を持つクラス名を属性名に利用できない場合の、:class_nameパラメータの使用に

ついてです。
属性名をfilesにするため、そのままではActiveRecordがAttachmentクラスとの関連を見出せませ

ん。そのため、:class_nameパラメータに'Attachemnt'という文字列を指定して、関連するクラス名を
指定します。
なお、問題文では読み込む属性として、name属性とcontent属性のみを指定しています。したがっ

て、:select => 'name, content'としても誤りではありません。
しかし解答例で示したように、:selectパラメータを指定するときには、id属性は常に明示的に与えて

ください。これは、ActiveRecordモジュールのメソッドの中には主キー値が設定されていることを前提
としているものがあるためです。

ActiveRecordの処理を熟知した上で、問題ないと判断できるメソッドのみを利用する場合には、id属性
を明示的に与えなくてもかまいません。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス
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付録1●練習問題の解答

第5日
2時限目

5
2

A［練習問題1］
以下の手順で実装する。

①test¥functional¥memos_controller_test.rbのテストで、attachmentsテーブルのfixtureファイ
ルを利用できるように設定する。

:省略
class MemosControllerTest < Test::Unit::TestCase
fixtures :memos
fixtures :attachments fixturesメソッドでattachments.ymlの利用を設定する

:省略

:省略
def test_update_add_file   #添付ファイルを追加
file = ActionController::TestUploadedFile.new
("#{RAILS_ROOT}/README", 'text/plain')
post :update, :id => @first_id, :file => file
assert_response :redirect
assert_redirected_to :action => 'show', :id => @first_id
assert_not_nil assigns(:memo)
assert_equal 3, assigns(:memo).attachments.length
assert_equal 'README', assigns(:memo).attachments[2].name
assert_equal 'text/plain', assigns(:memo).attachments[2].
content_type
assert_equal IO.read("#{RAILS_ROOT}/README"), assigns(:memo).
files[2].content

end

def test_update_new_file   #新規に添付ファイルを追加
file = ActionController::TestUploadedFile.new
("#{RAILS_ROOT}/README", 'text/plain')
post :update, :id => memos(:three).id, :file => file
assert_response :redirect
assert_redirected_to :action => 'show', :id => memos(:three).id
assert_not_nil assigns(:memo)
assert_equal 1, assigns(:memo).attachments.length
assert_equal 'README', assigns(:memo).attachments[0].name
assert_equal 'text/plain', assigns(:memo).attachments[0].
content_type
assert_equal IO.read("#{RAILS_ROOT}/README"), assigns(:memo).
files[0].content

end
:省略

②test¥functional¥memos_controller_test.rbに以下の2つのメソッドを追加する。
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1) Failure:
test_update_add_file(MemosControllerTest) [./test/functional/memos
_controller_test.rb:145]:
<3> expected but was
<2>. fixtureファイルで設定した添付ファイルしかない

2) Failure:
test_update_new_file(MemosControllerTest) [./test/functional/memos
_controller_test.rb:133]:
<1> expected but was
<0>. 添付ファイルがない

③ここでコンソールで「rake test:functionals」と実行すると、まだupdateアクションでfileパラ
メータを処理しないため、表明に失敗する。

④そこでapp¥controllers¥memos_controller.rbのupdateアクションを修正して、fileパラメータを
処理するようにする。このとき、既に添付ファイルの処理を実装したcreateアクションの処理からコ
ピーしてくればよい。

:省略
def update
@memo = Memo.find(params[:id])
if params[:file] && params[:file].respond_to?
(:original_filename)
@memo.attachments.create :name => params[:file].
original_filename, 

:size => params[:file].length, :content_type => 
params[:file].content_type,
:content => params[:file].read

end
if @memo.update_attributes(params[:memo])
flash[:notice] = _('Memo was successfully updated.')
redirect_to :action => 'show', :id => @memo

else
render :action => 'edit'

end
end

⑤この修正により、コンソールで「rake test:functionals」と実行すると、表明に成功するように
なる。

⑥しかし、このままではユーザーがファイルを添付することはできない。そこで、app¥views
¥memos¥edit.rhtmlでファイルを添付できるように修正する。

:省略
<% form_tag({:action => 'update', :id => @memo}, :multipart => 
true) do %>
<%= render :partial => 'form' %>
<p><label for="file"><%=h _('Attachment')%></label><br/>
<%= file_field_tag 'file' %></p>
<%= submit_tag _('Edit') %>

<% end %>
:省略

最初の引数のハッシュを明記して、第2
引数に:multipartパラメータを追加する

fileフィールド
を追加する
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【解説】
テストでfixtureファイルを利用するには、利用するfixtureファイルの名前を指定してfixturesメソッ

ドを呼び出します。ここでは、2行に分けて呼び出していますが、fixtureメソッドは複数のfixtureファ
イルを指定できるため、次のように記述してもよいでしょう。

次に、更新処理を行うコントローラのupdateアクションを修正します。この処理はすでにcreateア
クションで実装したものと変わらないので問題はないでしょう。
テストを実行して表明が確認できたら、最後にビューを修正し、Webブラウザを利用して

developmentモードでテストします。

fixtures :memos, :attachments

この解答例のtest_update_add_fileメソッドは、添付ファイルはidカラムの昇番順に読み込まれること
を前提としています。この前提が成立できるかどうかは、データベースの実装にも関係してくるため、手堅
く作るのであれば、memo.rbのhas_manyメソッドの引数に:orderパラメータを指定してください。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

A［練習問題2］
以下の手順で実装する。

①test¥functional¥memos_controller_test.rbを以下のように修正する。

:省略
def test_update_add_file
file = ActionController::TestUploadedFile.new
("#{RAILS_ROOT}/README", 'text/plain')
post :update, :id => @first_id, :file => file
assert_response :redirect
assert_redirected_to :action => 'show', :id => @first_id
assert_not_nil assigns(:memo)
check_attachment assigns(:memo), 3 以降を共通化

end

def test_update_new_file
file = ActionController::TestUploadedFile.new
("#{RAILS_ROOT}/README", 'text/plain')
post :update, :id => memos(:three).id, :file => file
assert_response :redirect
assert_redirected_to :action => 'show', :id => memos(:three).id
assert_not_nil assigns(:memo) この行を共通化するかどうかは論点
check_attachment assigns(:memo), 1 以降を共通化

end
:省略

private ファイルの末尾でprivateメソッドを呼び出して、共通処理を記述する場所を作る

def check_attachment(memo, count)
assert_equal count, memo.attachments.length
assert_equal 'README', memo.attachments[count - 1].name
assert_equal 'text/plain', memo.attachments[count - 1].
content_type
assert_equal IO.read("#{RAILS_ROOT}/README"), 
memo.files[count - 1].content

end
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③app¥controllers¥memos_controller.rbを以下のように修正する。

②修正が完了したら、必ずコンソールで「rake test:functionals」と実行して、すべての表明を確
認する。

ここで確認せずに、次のステップ（コントローラの修正）へ進むと、その後で表明に失敗した場合、どちら
の修正に失敗したかという判断が必要になります。また、仮に表明に成功したとしても、両方のプログラム
に同じバグを入れたために、たまたま成功しているという困った状態に陥っているかどうかの判断もできま
せん。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

:省略
def create
@memo = Memo.new(params[:memo])
if file_attached?
attach_file

end
:省略

end
:省略

def update
@memo = Memo.find(params[:id])
if file_attached?
attach_file

end
:省略

end
:省略

private ファイルの末尾でprivateメソッドを呼び出して、共通処理を記述する場所を作る

def file_attached? 添付ファイルがパラメータに設定されているかを判定するメソッドを追加
params[:file] && params[:file].respond_to?(:original_filename)

end

def attach_file
@memo.attachments.create :name => 
params[:file].original_filename, 

:size => params[:file].length, :content_type => 
params[:file].content_type,
:content => params[:file].read

end
:省略

共通化

共通化

@memoインスタンス変数内のオブジェクトに添付ファイルを
追加するメソッドを追加

④修正が完了したら、必ずコンソールで「rake test:functionals」と実行して、すべての表明を確
認する。

【解説】
この練習問題で一番大切なことは、memos_controller_test.rbとmemos_controller.rbを、間にフ

ァンクショナルテストを挟んで個別に修正することです。理由は解答例にも示しましたが、とても重要な
ことなので、もう一度繰り返しておきます。
リファクタリング時に複数のプログラムを修正する場合は、1つずつ修正し、その都度、テストを実行

してください。すべてのプログラムを修正してからテストをすると、仮に表明に失敗した場合、どのプロ
グラムの修正に失敗したか判断が必要になります。また、仮に表明に成功したとしても、すべてのプログ
ラムに同じバグを入れたために、たまたま表明に成功しているという困った状態に陥っているかもしれ
ません。
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・memos_controller_test.rb
表明の実装方法が異なれば、当然異なる結果になります。ここで重要な点は、共通化できる処理を

privateメソッド以降の共通メソッドとすることと、そのためのパラメータに何を選択するかです。
また、test_update_new_fileメソッドとtest_update_add_fileメソッドには、アクションの実行結

果および、@memoインスタンス変数の設定がなされていることに対する表明（assert_not_nil
assigns (:memo)の行）という共通の処理もあります。
この表明を共通化するかどうか、するとしたらどのようなメソッド名で共通化するかは、論点となりま

す。
なぜならば、この表明は、少なくとも解答例のcheck_attachment（添付ファイルのチェック）とい

うメソッド名の趣旨とは異なり、updateアクションでmemoオブジェクトを利用したということを表
明しているからです。そのため解答例で示したcheck_attachmentという共通メソッドには、
assert_not_nil assigns (:memo)という表明を含めるべきではありません。

・memos_controller.rb
コピーして作成した処理は、必ずリファクタリングすべきです。
memos_controller_test.rbと異なり、コントローラのアクションという性格上、paramsオブジェク

トや@memoインスタンス変数のように、共通処理で利用するオブジェクトは、現在アクションを実行
しているmemos_controllerオブジェクト内であればどのメソッドからでも参照可能です。

第5日
3時限目

5
3

A［練習問題1］
以下の手順で実装する。

①test¥fixtures¥attachment.ymlに、拡張子pngのファイルを追加する。
【注意】この修正はサンプルには反映されていないので、練習問題終了後に元に戻せるようにバックアッ

プをとっておいてください。

:省略
four:
id: 4
memo_id: 4
name: test.png
size: 8
content_type: image/png
content: 12345678 適当なデータ

:省略

②test¥functional¥memos_controller_test.rb に画像表示のテストを追加する。
【注意】この修正はサンプルには反映されていないので、練習問題終了後に元に戻せるようにバックアッ

プをとっておいてください。

:省略
def test_show_image
get :show, :id => 4 fixtureファイルの設定に合わせる
assert_response :success
assert_template 'show'
assert_select 'img', :count => 1

end
:省略
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:省略
def test_list

:省略
assert_select 'td', {:text => memos(:one).attachments.length,
:count => 1}
assert_select 'td', {'1', :count => 2}

end
:省略

③ここで、rake test:functionalsを実行すると、test_show_imageメソッドだけでなく、添付ファイ
ルが増えたためtest_listメソッドも失敗するので、テストが通るように修正する。

【注意】この修正はサンプルには反映されていないので、練習問題終了後に元に戻せるようにバックアッ
プをとっておいてください。

添付数が1の行は2行に増加
（id2とid4）

④次に、app¥views¥memos¥show.rhtmlを修正する。
【注意】本書では、この後show.rhtmlを利用しません。この修正はサンプルに反映されていませんが、
特に必要がなければ修正後の状態のままでもかまいません。

<% for attachment in @memo.attachments %>
<tr>
<% for column in @memo.attachments.content_columns %>
<% if column.name == 'content' && attachment.
content_type =~ /^image¥/.*?(png|jpg)$/ %>

<td><%= image_tag url_for({:action => 
'file', :id => attachment.id,

:filename => attachment.name}), :alt =>
h(attachment.name) %></td>

<% else %>
<td><%= format_column_value attachment,
column.name %></td>

<% end %>
<% end %>
</tr>

<% end %>
:省略

修正

⑤コンソールで「rake test:functionals」と実行して表明を確認する。また、Webブラウザを利用
して表示を確認する。

⑥表示を確認できたら、修正したshow.rhtmlをapp¥helpers¥memos_helper.rbに移動する。
なお、解答としては、show.rhtmlを修正せずに、直接app¥helpers¥memos_helper.rbを修正して
もかまわない。

【解説】
この問題で見落としがちなのは、image要素のalt属性の設定と、hメソッドを利用したエスケープです。
また、正規表現の書き方やimage_tagメソッドのように調べなければ解答できない内容が含まれてい

ます。これらについては、RailsやRubyのオンラインドキュメントを調査したり、ソースファイルを調
べる必要があります。

第6日以降のサンプルでは、この処理はapp¥helpers¥memos_helper.rbに実装されています。また、
画像ファイル判定の正規表現はもう少し細かく変えています。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス



17

付録1●練習問題の解答

第6日
1時限目

6
1

A［練習問題1］
以下のようなテストメソッドをtest¥unit¥memo_mailer_test.rbに追加する。

:省略
def test_receive_jmail
fixture = IO.read("#{FIXTURES_PATH}/memo_mailer/memotest")
fixture.gsub('MAIL_FROM', MemoPad::MAIL_FROM).

gsub(/¥r?¥n¥r?¥n/, "¥r¥nContent-Type: text/plain; 
charset=ISO-2022-JP¥r¥n¥r¥n").
gsub('Location', NKF.nkf('-j', '場所')).
gsub('Text', NKF.nkf('-j', 'テキストの内容')).split('----').
each do |mail|

MemoMailer.receive mail.lstrip
end
memos = Memo.find(:all, :conditions => "location = '場所'")
assert_equal 1, memos.length
assert_equal Time.parse('Sat, 6 Oct 2007 23:20:22 +0900'), 
memos[0].created_at
assert_equal 'テキストの内容', memos[0].text

end
:省略

以下4行に渡り、読み込んだfixtureの内容を
ISO-2022-JPの文字列に交換

Content-Type
行を挿入

【解説】
この問題は開発環境と異なる文字コードで記述されたファイルをテストする方法についてです。
システムの文字コードと異なると、ファイルを修正した場合に誤って異なる文字コードで保存してし

まったり、メモ帳のような簡単なツールで内容を確認したりできません。解答例ではこういった問題を防
ぐために、NKFなどを利用して、ソースファイルに記述した日本語文字列をISO-2022-JPへ変換して
データを作成しています。
またこの問題は、第6日1時限の「解説① TMail::Mailクラス」で示したTMail::Mailクラスのbodyメ

ソッドの自動的な文字コード変換について実際の動作を示したものでもあります。

第6日
2時限目

6
2

A
解答は省略します。

第6日
3時限目

6
3

A［練習問題1］
以下の手順で実装する。

①test¥unit¥memo_mailer_test.rbのTestMailerクラスをtest¥functional¥memos_
controller_test.rbへコピーする。次に、test¥unit¥memo_mailer_test.rbのtest_mailメソッドは
添付ファイルを固定で定義していたので、代わりに1個以上の添付ファイルをパラメータで受け付ける
ように修正する。

:省略
CHARSET = "iso-2022-jp" クラス定義の先頭（fixturesメソッドの次の行のあたり）に追加

class TestMailer < ActionMailer::Base privateメソッド以降に配置
def test_mail(*attachments)
@charset = CHARSET
recipients 'test@example.com'
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subject    NKF.nkf('-M', 'メモ')
from       MemoPad::MAIL_FROM
part :content_type => 'text/plain', 
:transfer_encoding => '7bit',
:body => "Location¥r¥nHello"

attachments.each do |a|
attachment a

end
end

end
:省略

元々内部に用意しておいた添付ファイルを
削除してパラメータを利用するように修正

②memos_controller_test.rbにtest_mail_with_attachmentsメソッドの実装を開始する。

:省略
def test_mail_with_attachments
Net::POP3.new('memotest') do |addr, port, acct, pwd|
# 既にtest_mailでテストしているので表明の記述は不要

end
data = nil 添付ファイルの内容を保持する変数を用意
File.open("#{RAILS_ROOT}/public/images/rails.png", 'rb') do |f|
data = f.read

end
# ここにメール作成処理を実装する ［3］
# モックへ作成したメールを登録する［4］
# mailアクションを実行 ［5］
# 添付ファイルを持つことを表明 ［6］

end
:省略

③上記手順②の［3］の個所を次の内容で埋める。

mail = TestMailer.create_test_mail(
{:content_type => 'image/png', :filename => 'rails.png',
:transfer_encoding => 'base64', :body => data },
{:content_type =>'text/plain', :filename => 'attach_test.txt',
:transfer_encoding => 'base64', :body => 'Hello World !'})

ハッシュで添付ファイルを与える

テキストファイルも与える

Net::POP3.instance.mails[1] = Net::POPMail.new mail.encoded
処理対象のメールを置き換える

④上記手順②の［4］の個所を次の内容で埋める。

get :mail
assert_response :redirect

⑤上記手順②の［5］の個所を次の内容で埋める。
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⑥上記手順②の［6］の個所を次の内容で埋める。

memo = Memo.find :first, :order => 'created_at desc'
assert_equal 2, memo.attachments.size

【解説】
示した手順通りに実装できたかどうか、解答例を参照して確認してください。
なお、上記手順②のリストを見ると、Net::POP3の設定値の表明機能が2回目以降の利用時には邪魔

になることに気付かれるかもれません。かといって、

最後に追加した
ロウを取得

Net::POP3.new('memotest')

と記述すると、ブロックを与えていないため、実行中にnilを参照してエラーになってしまいます。
単に「Net::POP3.new ('memotest') 」と記述してモックを作成できるようにNet::POP3モックを

修正してみましょう。

A［練習問題2］
①test¥test_helper.rb
以下を追加（TestCaseクラスの内側でも外側でも可）。

CHARSET = "iso-2022-jp"

class TestMailer < ActionMailer::Base
def test_mail(*attachments)
@charset = CHARSET
recipients 'test@example.com'
subject    NKF.nkf('-M', 'メモ')
from       MemoPad::MAIL_FROM
part :content_type => 'text/plain', 
:transfer_encoding => '7bit',
:body => "Location¥r¥nHello"

attachments.each do |a|
attachment a

end
end

end

②test¥unit¥memo_mailer_test.rb
TestMailerクラス定義を削除して、次のように修正。

:省略
def test_attachment
mail = TestMailer.create_test_mail(:content_type => 'text/plain',
:filename => 'hello.txt',
:transfer_encoding => 'base64', :body => 'Hello World !' )

MemoMailer.receive mail.encoded
:省略

共通クラスを利用してファイルを添付

③test¥functional¥memos_controller_test.rb
TestMailerクラス定義を削除し、CHARSET定数を削除。
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第7日
1時限目

7
1

A［練習問題1］
app¥views¥memos¥list.rhtmlを以下のように修正する。

:省略
<table>
<tr  id="memo_title">
<% for column in Memo.content_columns %>
<th><%= column.human_name %></th>

<% end %>
<th><%=h _('attachments')%></th>

</tr>
<%= render :partial => 'item', :collection => @memos %> 修正

</table>
:省略

【解説】
この問題は、パーシャルrhtmlを利用するための、render :partialメソッドの呼び出しの確認問題で

す。
パーシャルrhtmlを利用することで、rhtmlファイルをモジュール化できます。これは、この例のよう

にコレクションの表示に役立つだけでなく、複数のページに表示する要素の共通化にも利用できます。そ
の場合、パーシャルrhtmlを利用する各ページが異なるスタイルシートを組み込むようにしていれば、同
じパーシャルrhtmlを利用して、異なる表示とすることも可能です。
このようにパーシャルrhtmlは採用メリットが大きいテクノロジなので、いつでも利用できるように使

い方をマスターしてください。

A［練習問題2］
app¥views¥memos¥list.rhtmlを以下のように修正する。
なお、この解答例では、直接問題文にある「新着メールはありません」を利用せずに、後からGetTextに
よって置き換えられるよう「_ ('no message') 」を利用している。

:省略
<%= link_to_remote _('Check Mail'),

{:url => {:action => 'mail'}, :update => 'memo_title', 
:position => :after, 
:before => "$('mail_msg').innerText='';$('call_remote').
style.display='none'", 
:complete => "$('call_remote').style.display='inline';if
(request.responseText.indexOf('<') < 0) { $('mail_msg').
innerText='" + _('no message') + "'}"},
:id => 'call_remote' %>

<span id="mail_msg"></span> 表示用に追加

【解説】
この問題は、link_to_remoteメソッドの:beforeパラメータと:completeパラメータに対する

JavaScriptの実装問題です。また、:collection要素を伴うrender :partialメソッド呼び出しの動作確認
も含みます。
問題にある「次のmailアクションの呼び出し時」に相当する:beforeパラメータで、$ ('mail_msg')

.innerText=' 'によって追加したspan要素のテキストを削除します。
また、「リクエスト結果が無更新だった場合」に相当する:comp l e te パラメータで、i f

(request.responseText.indexOf ('< ') < 0) によって、レスポンスにタグが含まれていないことをチ
ェックしています。
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コントローラのmailメソッドが呼び出している:collectionパラメータ付きのrender :partialメソッド
では、:collectionパラメータで指定したオブジェクトがゼロ要素の場合、パーシャルrhtmlは呼び出され
ません。その結果、レスポンスは空文字列となるため、ここで示したチェック方法で更新がないことを確
認できます。
なお、この解答例で利用しているHTML要素のinnerText属性は、IE固有のものです。Firefoxをはじ

め、ほかのWebブラウザでの動作も考慮する場合は、代わりにinnerHTML属性を利用して、「$
('mail_msg') .innerHTML='';」のように記述してください（2個所あります）。

【注意】2時限目以降のサンプルファイルでは、この修正が反映されたものを利用します。

第7日
2時限目

7
2

A［練習問題1］
以下の手順で実装する。

①app¥controllers¥memos_controller.rbに、Ajaxからの呼び出しを受けるlocationカラムの更新メ
ソッド（update_locationメソッド）を追加する。

:省略
def update_location
memo = Memo.find params[:id]
memo.update_attribute :location, params[:value]
render :text => params[:value]

end
:省略

②app¥views¥memos¥_item.rhtmlを以下のように修正する。

<div>
<span><%= link_to_function '+', "showItem('#{item.id}')",
:id => "item#{item.id}"%></span>

<span><%= format_column_value item, 'created_at' %></span>
<span id="location<%= item.id %>">
<%= format_column_value item, 'location' %></span>

</div>
:省略

<%= update_page_tag do |page|
page << "new Ajax.InPlaceEditor('location#{item.id}', '#{url_for
:action => 'update_location', :id => item}');"
page << "new Ajax.InPlaceEditor('text#{item.id}', '#{url_for 
:action => 'update_text', :id => item}', {rows:3});"

end %>

追加

修正

【解説】
この問題は、インラインエディターを実装する場合の手順の確認です。
インラインエディターを利用してモデルの属性を更新するには次のようにします。

［1］コントローラ側の更新メソッドのテストを実装する（解答例では省略）。
［2］コントローラ側の更新メソッドを実装する。
［3］手順［1］のテストを実行し表明を確認する。
［4］インラインエディターを適用する要素へid属性を付加する。
［5］該当要素を指定したAjax.InplaceEditorクラスから［1］のメソッドを呼び出す処理を実装する。
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なお、例では［5］のステップで、ほかの記述と同時にRJSを利用しています。しかしHTMLへ
script要素として記述しても、もちろんかまいません。

【注意】3時限目以降のサンプルファイルでは、この修正が反映されたものを利用します。

第7日
3時限目

7
3

A［練習問題1］
app¥views¥memos¥mail.rjs で、@new_mailsが0より大きかった場合に、mail_msgの要素に強調
のための視覚効果を与える。

if @new_mails > 0
:省略

page[:mail_msg].visual_effect :pulsate 追加
else
page.replace_html :mail_msg, _('no message')

end

【解説】
この問題は、script.aculo.usの視覚効果メソッドから適切なメソッドを選択して実際に利用できるか

どうかを確認しています。
解答例では、pulsateメソッドを呼び出していますが、ほかのメソッドについても試してみましょう。

A［練習問題2］
app¥views¥memos¥mail.rjs の最後で、10秒後にフェードアウトするように視覚効果を設定する。

:省略
page[:mail_msg].visual_effect :fade, :delay => 10 追加

end

ただしこのままでは、mail_msg（span要素）が非表示になってしまうため、app¥views¥memos¥
list.rhtmlで再表示する処理を追加する。

:省略
<%= link_to_remote _('Check Mail'), 
{:url => {:action => 'mail'},
:before => update_page do |page|
page.replace_html :mail_msg, _('checking ...')
page[:mail_msg].show 追加
page[:call_remote].hide

end,
:complete => update_page do |page|
page[:call_remote].show

end },
:id => 'call_remote' %>

<span id="mail_msg"></span>

【解説】
この問題は、script.aculo.usの視覚効果メソッドから適切なメソッド（ここではfadeメソッド）を選

択して実際に利用することを確認します。
注意点として、単にfadeメソッドを呼び出すと、そのまま該当要素が非表示になってしまうことです。

このため、表示が必要となるタイミングで再表示してください。

【注意】8日目以降のサンプルファイルでは、この修正が反映されたものを利用します。
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付録1●練習問題の解答

第8日
1時限目

8
1

A［練習問題1］
解答は省略します。

A［練習問題2］
以下の手順で実装する。

①app¥controllers¥account_controller.rbの以下の各行を修正する。

flash[:notice] = _("Logged in successfully")
flash[:notice] = _("Thanks for signing up!")
flash[:notice] = _("You have been logged out.")

②コンソールで「rake update_po」と実行した後に、poファイル上のmsgidに対して「ログインしま
した」「サインアップありがとうございます。」「ログアウトしました。」のように日本語文字列を設定
し、コンソールで「rake make_mo」と実行する。

別解として、「flash [:notice] = "ログイン成功"」のように直接記述してもよいでしょう。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

【解説】
既存のソースファイルをRuby-GetTextを利用して日本語化するときに、気をつけなければならない

のは、つい機械的に文字列に対して_メソッドの呼び出しを書いてしまうことです。ソースファイルには、
コントローラ名やアクション名のように変更できない文字列があるため、誤ってこれらの文字列に対し
て_メソッドを適用しないようにしてください（もっとも、poファイルで置換文字列を指定しなければ、
無駄な呼び出しが生じるだけで動作には問題は生じません）。
ちなみに、練習問題2の一番の狙いは、acts_as_authenticatedプラグインのソースファイルを読む

ことにあります。
Railsを利用した開発では、最終的にはRails自身や利用するプラグインのソースファイルを読む必要

がほぼ間違いなく生じます。理由はドキュメントの不備（というよりも実装に追随しきれていないと考え
るべきです）であったり、障害発生時の調査であったり、さまざまですが、まったくこれらのソースファ
イルを読まずにある程度の機能を備えたアプリケーションを開発することは難しいと思います。
acts_as_authenticatedプラグインのコントローラのソースファイルはきわめて読みやすい部類に

属します。そのため、このあたりのソースファイルから、ほかの開発者が作成したソースファイルを読む
練習をするとよいでしょう。

【注意】2時限目以降のサンプルファイルでは、この修正が反映されたものを利用します。
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第8日
2時限目

8
2

A［練習問題1］
以下の手順で実装する。

①test¥functionals¥memos_controller_test.rbを以下のように修正する。

:省略
def test_list

:省略
assert_select 'a', :text => memos(:one).attachments[1].name,
:count => 1
assert_select 'a', :text => memos(:two).attachments[0].name,
:count => 1
assert_select 'span', {:text => 'quentin',
:count => 3}

end
:省略

追加（user_idが1の
quentinを利用）

②コンソールで「rake test:functionals」と実行して、表明の失敗を確認する。quentinはログイン
情報の「Welcome quentin」のみに出現するため、次のようなエラーとなる。

<"quentin"> expected but was
<"Welcome quentin">.
<false> is not true.

③app¥views¥memos¥_item.rhtmlを以下のように修正する。

:省略
<span><%= format_column_value item, 'created_at' %></span>
<span><%=h item.user.login %></span> 追加
<span id="location<%= item.id %>"><%= format_column_value
item, 'location' %></span>

:省略

④コンソールで「rake test:functionals」と実行して、表明の成功を確認する。

【解説】
関連テーブルの属性は、スキャフォールドが作成したsendメソッドを利用した方法では関連テーブル

名までしか対象とならないため表示できません。そのため、「item.user.login」のように記述する必要が
あります。
また、ログイン名に「>_<」といった文字列が設定された場合でも正しく表示できるように、<%=h…

%>を利用することもポイントです。
なお、app¥helpers¥memos_helper.rbのformat_column_valueメソッドを拡張して同等の処理を

実装してもよいでしょう。
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付録1●練習問題の解答

A［練習問題2］
以下の手順で実装する。

①test¥fixtures¥memos_mailer¥memotestのFrom行を以下のように修正する。

From: aaron@example.com 修正
To: receiver@example.com

:省略
----
From: quentin@example.com 修正
To: receiver@example.com

:省略

②test¥functionals¥memos_controller_test.rbを以下のように修正して、fixtureファイルに設定し
たユーザーのメールが取り込まれることを表明する。

:省略
def test_mail

:省略
assert_select_rjs :chained_replace_html, 'memos' do
assert_select 'span', :text => /¥A2007-10-06 23:20¥Z/,
:count => 1
assert_select 'span', 'Location', :count => 1
assert_select 'span', 'Text', :count => 1
assert_select 'span', 'aaron', :count => 1 追加
assert_select 'span', 'quentin', :count => 1 追加

end
:省略

end

③コンソールで「rake test:functionals」と実行する。メールアドレスが既定値から変わったため、
test_mailメソッドとtest_mail_with_attachmentsメソッドの表明が失敗することを確認する。

④app¥models¥memo_mailer.rbを以下のように修正する。

require 'nkf'
class MemoMailer < ActionMailer::Base
def receive(mail)
return nil unless mail.from spamメール対策
if mail.from.length == 1 && (user = check_from(mail)) && 修正

NKF.nkf('--utf8', mail.subject) == 'メモ'
lines = mail.body.split(/¥r?¥n/)
if lines.length >= 2
memo = Memo.create :created_at => mail.date, 

:text => lines[1], 
:location => lines[0], 
:user => user

if mail.has_attachments?
mail.attachments.each do |att|
content = att.read
memo.attachments.create :name => att.original_filename,
:size => content.length,
:content_type => att.content_type,

:user の指定
を追加
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:content => content
end

end
memo

end
end

end

private
def check_from(mail)
User.find :first, :select => 'id, login', :conditions => 
['email = ?', mail.from[0]]

end
end

追加

【注意】from行未設定のspamメール対策の行はサンプルソースには含まれていません。

⑤コンソールで「rake test:functionals」と実行して、表明の成功を確認する。
⑥config¥environment.rbからMemoPad::MAIL_FROM定数を定義している行を削除する。
⑦再度コンソールで「rake test:functionals」と実行して、上記修正が表明の成功に影響しないこと
を確認する。

【解説】
解答例では、Memo.createメソッドへ引数として与えるuser変数への設定と、条件判断を1つの式

で実行していますが、次のように独立させてもかまいません。

user = check_from(mail)
if mail.from.length == 1 && user && NKF.nkf('--utf8', 
mail.subject) == 'メモ'

解答のポイントは、次のような点です。

なお、メールアドレスの大文字小文字の区別をしない場合には、:conditions => ['UPPER (enmail)
= ?', mail.from [0] .upcase] のように文字ケースを揃えて（この例は大文字に揃えています）比較して
ください。
また、最後に、config¥environment.rbからMemoPad::MAIL_FROM定数を削除しています。この

ステップは一見すると不要と感じるかもしれません。しかしソースコード内に、いかにも意味ありげであ
りながら、実際には利用されていない定数（特にconfig¥environment.rbのような設定ファイル上の設
定値）を残すと、後でソースファイルを参照したときに、非常に困惑するものです。したがって、不要と
なった時点でこまめに削除してください。

【注意】3時限目以降のサンプルファイルでは、この修正が反映されたものを利用します。

・User.findメソッドの:conditionsパラメータでメールアドレスのチェックを行う（?を利用した埋め込
みSQLを利用する）

・User.findメソッドの:selectパラメータでは最低限必要なカラム（idとlogin）に絞る
・Memo.createメソッドの:userパラメータにUserオブジェクトを与える（:user_id => user.idのよ
うに記述する必要はない。ただしそのように記述しても間違いではない）
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付録1●練習問題の解答

第8日
3時限目

8
3

A［練習問題1］
test¥integration¥upload_and_download_test.rbの実装例は以下のとおり。

require "#{File.dirname(__FILE__)}/../test_helper"
require 'fileutils'

class UploadAndDownloadTest < ActionController::IntegrationTest
fixtures :users, :memos, :attachments

TEST_DATA = 'hello world !!'

def setup テストメソッド実行前に呼ばれる準備処理
Dir.mkdir "#{File.dirname(__FILE__)}/../fixtures/integration"
File.open("#{File.dirname(__FILE__)}/../fixtures/integration/
testfile.txt", 'w') do |f|
f.write TEST_DATA

end
end

def teardown テストメソッド実行後に呼ばれるクリーンアップ処理
FileUtils.rm_rf 

"#{File.dirname(__FILE__)}/../fixtures/integration"
end

def test_up_and_down
get '/account/login'
assert_response :success
assert_template 'login'
post_via_redirect '/account/login', :login => 
'quentin', :password => 'test'
assert_response :success
assert_template 'list'
get '/memos/edit/1'
assert_response :success
assert_template 'edit'
multipart_post '/memos/update/1',
:file => fixture_file_upload('integration/
testfile.txt', 'text/plain')

assert_response :redirect
assert_equal 3, memos(:one).attachments.length 追加を表明
get_via_redirect '/account/logout' ログアウト
get '/account/login'
assert_response :success
assert_template 'login'
post_via_redirect '/account/login', :login => 
'aaron', :password => 'test'
assert_response :success
assert_template 'list'
get "/memos/file/#{memos(:one).attachments[2].
id}/testfile.txt"
assert_response :success
assert_equal TEST_DATA, response.body ファイルの内容が同じことを表明する

end
end

テストファイル用フォルダの作成

テストファイル用
フォルダの削除

quentinでログイン

ファイルの追加

aaronでログイン

ファイルダウン
ロード
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【解説】
この問題は、3時限目の内容の復習です。そのほかに以下の内容を含んでいます。

ここで利用しているresponse属性をはじめとした、インテグレーションテストで利用可能な属性は、
ActionController::Integration::Sessionクラスに定義されています。
なお、なぜSessionクラスの属性がIntegrationTestクラスからそのまま利用できるか興味があれば、

Railsのソースファイル（actionpack¥lib¥action_controller¥integration.rb）のmethod_missing
メソッドの実装を参照してください。

A［練習問題2］
test¥integration¥signup_test.rbの実装例は以下のとおり。

require "#{File.dirname(__FILE__)}/../test_helper"

class SignupTest < ActionController::IntegrationTest
def test_signup
get_via_redirect '/'
assert_template 'login'
get_via_redirect '/account/signup'
assert_response :success
assert_template 'signup'
post '/account/signup', :user => {:login => 'test_user', 
:email => 'test_user@example.com', 

:password => '!"#$%', :password_confirmation => '!"#$%'}
assert_response :redirect
assert_equal 'Thanks for signing up!', flash[:notice]
get_via_redirect response.redirect_url リダイレクト先へ移動（解説参照）
assert_template 'list'
get '/account/logout'
assert_equal 'You have been logged out.', flash[:notice]
get_via_redirect response.redirect_url
assert_template 'login'
post '/account/login', :login => 'test_user', :password =>
'!"#$%'
assert_equal 'Logged in successfully', flash[:notice]
get_via_redirect response.redirect_url
assert_template 'list'
assert_select 'span', :text => 'Welcome test_user', :count => 1

end
end

flashメッセージを表明

【解説】
この問題で難しいのは、リダイレクトが複数段にまたがることです。
たとえばサインアップ処理では、ログイン情報をsignupアクションへポストした後、最初に

/accountへリダイレクトされ、そこからさらに/memos/indexへリダイレクトされます。
flashオブジェクトを参照できるのは、リダイレクト先でflashの内容をレンダリングに利用する前で

なければならないため、リダイレクトの実行前に表明する必要があります。このため、

・テストファイルの作成と消去用にsetupメソッド、teardownメソッド を利用（第4日）
・フォルダの作成にDir.mkdirメソッドを利用（第3日）
・フォルダ（ファイル）の削除にFileUtilsライブラリを利用（第3日）
・responseオブジェクトの参照のためにRails APIを調査（第3日）
・ダウンロードしたファイルの内容を取得するためにresponseオブジェクトのbody属性を参照（第5
日）
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付録1●練習問題の解答

post_via_redirectメソッドは利用できません。
ここでは、reponseオブジェクトのredirect_url属性に対してget_via_redirectメソッドを呼び出す

ことで、多段リダイレクトを処理させています。本文で説明したfollow_redirect!メソッドは1段分のリ
ダイレクトしか行わないため、もしfollow_redirct!メソッドを利用するのであれば、必要な回数（たとえ
ばsignupアクションへのポストであれば2回）連続して呼び出してください。
なお、解答例では、ログアウトおよびログインについてもflashオブジェクトの内容を表明しています

が、これは参照用であって、解答に含める必要はありません。

【注意】第9日以降は、ここで作成した2つのインテグレーションテストは利用しません。第9日ではロ
グイン方法を変更するため、そのままtestフォルダに配置しておくとrake testコマンドの実行時に表
明に失敗します。追随して修正するか、あるいはtestフォルダから削除しておいてください。

第9日
1時限目

9
1

A［練習問題1］
コンソールで「ruby script¥generate integration_test」と実行して、インテグレーションテス
トを作成する。実装例は以下のとおり。

require "#{File.dirname(__FILE__)}/../test_helper"

class ChangePublicTest < ActionController::IntegrationTest
fixtures :users, :memos, :attachments

def test_change_public_attribute
aaron = login('aaron') aaronのログインセッション
aaron.post_via_redirect '/memos/create', :memo => {:text =>
'a-text', :location => 'a'}
aaron.assert_response :success
aaron.assert_template 'list'
aaron.assert_select 'span', :text => 'a-text' メモの登録
memo = Memo.find :first, :conditions => ['text = 
?', 'a-text']
aaron.post "/memos/update_publicity/#{memo.id}",
:value => '1'
aaron.assert_response :success
anonymous = login 匿名ログイン
anonymous.assert_select 'span', :text => 'a-text',
:count => 1
aaron.post "/memos/update_publicity/#{memo.id}", 
:value => '0'
anonymous.get '/memos/list'
anonymous.assert_select 'span', :text => 'a-text',
:count => 0

end

private
def login(name = nil) セッションの作成メソッド
open_session do |sess|
if name ユーザー名が指定されていたらログインを実行する
sess.post_via_redirect '/account/login', :login => name,
:password => 'test'

else
sess.get '/memos/list' そうでなければ直接/memos/listを呼び出す

end
sess.assert_response :success
sess.assert_template 'list'

登録したオブジ
ェクトの取得

公開する

公開している
ため参照可能

非公開に変更

参照できない
ため、count
が0に変わる

利用するfixtureファイルは「,」
で区切って1行に記述できる
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end
end

end

【解説】
これは第8日3時限目の解説で説明した、同時に2つのセッションを利用したインテグレーションテス

トの作成問題です。1つのテストメソッド内で、同時に複数のセッションを扱うために、get／postメソ
ッドや表明メソッドの呼び出し対象にopen_sessionメソッドで作成したセッションオブジェクトを指
定します。

テストを実行すると、次の警告が2回出力されます。

これは、匿名ログイン時にmemos_helper.rbのcreate_ui_for_ownerメソッドに対して、id属性を持つ
Userクラスのオブジェクトが与えられないことが原因です。そのため、代わりにSymbolクラスの
deprecated（非推奨――削除予定）なidメソッドが呼ばれて警告が出力されます。
この警告を止めるには、memos_helpr.rbのcreate_ui_for_ownerメソッドを以下のように修正します。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

C:/InstantRails/rails_apps/memopad0901/config/../app/helpers/
memos_helper.rb:70:
warning: Object#id will be deprecated; use Object#object_id

def create_ui_for_owner(item)
if User === current_user &&

item.user_id == current_user.id 
yield

end
end

現在のログインユーザーがUser
クラスのオブジェクトでなけれ
ば&&の右項を処理しない

第9日
2時限目

9
2

A［練習問題1］
解答例はありません。

A［練習問題2］
app¥helpers¥memos_helper.rbのcreate_location_valueメソッドの、YahooMapsCtrlオブジェ
クトを生成している個所のコードを、次のように修正する。

:省略
new YahooMapsCtrl('map#{memo.id}', '#{pos}', '3', YMapMode.AERO);

:省略

【解説】
この問題は、APIを説明したドキュメントを参照して、適切なAPIを呼び出せるかどうかを確認してい

ます。写真を表示するには、第4引数に、YMapMode.AEROを指定します。そのためには本文では省略
した第3引数も指定しなければなりません。ここではもともと利用されていた省略時の既定値の3を指定
します。
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付録1●練習問題の解答

A［練習問題3］
app¥helpers¥memos_helper.rbのcreate_location_valueメソッドの、mapオブジェクトの
addIconメソッドを呼び出している個所のコードを修正する。

:省略
map.addIcon('mi#{memo.id}', '#{pos}', ¥"#{h memo.text.gsub
(/¥r?¥n/, '<br/>')}¥", 'L3');

この文字列（L3）を、L2やS3などに変更する
:省略

第9日
3時限目

9
3

A［練習問題1］

#!/usr/local/bin/ruby -Ku
require 'local_search_client'

module YahooWebService
class LocalSearchClient
def self.find_station(id, lat, lon, dist)
find(id, '', "&lat=#{lat}&lon=#{lon}&dist=#{dist}&

category=station") do |i|
yield i

end
end

end
end

if $0 == __FILE__
require 'iconv'
if ARGV.length == 4
YahooWebService::LocalSearchClient.find_station(*ARGV) do |i|
puts Iconv.conv('shift_jis', 'utf-8', i.get_text('Title').value)

end 結果を表示
else コマンドライン引数の数が不正な場合、呼び出し方法を表示
STDERR.puts 'usage: ruby search_station.rb id latitude 

longitude distance' 
end

end

コマンドラインからアプリケーションID、経度、
緯度、 距離が与えられた場合の処理

「*ARGV」でARGV配列の要素が展開されて
呼び出し先へ与えられる

【実行例】六本木ヒルズから半径1Km内の駅名

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad¥lib>ruby search_station.rb 
YahooDemo 35.657 139.732 1
六本木駅
乃木坂駅

【解説】
この問題は、Webサービスへのパラメータの与え方（&で区切ることなど）や、ブロック付きメソッド

からのブロックの呼び出しなどを除けば、特に難しい点はありません。
なお、解答例では、LocalSearchClientクラスにfind_stationメソッドを新たに追加していますが、

直接コマンドライン処理（if $0 == __FILE__の節）からLocalSearchClinetクラスのfindメソッドを
呼び出してもかまいません。ただ、解答例のように作成しておけば、ほかのプログラムからrequire
'search_station'して、find_stationメソッドを呼び出すことができるというメリットがあります。
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本文のlocal_search_client.rbのようにユニットテストを組み込んだ実装を行ってみるなど、いろい
ろな実装方法を試してみてもよいでしょう。

第10日
1時限目

10
1

A［練習問題1］
解答例は省略します。

第10日
2時限目

10
2

A［練習問題1］
検索後の地図の表示方法によって複数の解答があるが、ここではRJSを利用して地図を表示する方法を
選択した場合の解答例を示す。

①ファンクショナルテストの追加
¥test¥functional¥memos_controller_test.rbにテストを追加する。

:省略
def test_map_button
get :list
assert_select 'a', :text => 'Search Map', :count => 3

end
:省略

fixtureファイルの¥test¥fixtures¥memos.ymlには、URIでもGPS情報でもないlocationカラムを
持つレコードがone、two、fourの3個定義されているので、「地図検索」リンクは3つあることになる。
また、ここではRuby-GetTextを利用して「地図検索」という日本語に置き換えることを前提として、
「Search Map」というテキストを表明に利用している。

②表示内容の修正
app¥helpers¥memos_helper.rbを修正して、地図検索ボタンを表示するようにする。
また、それによって、地図検索ボタンと地図を表示する領域を連動させる必要があるため、_item.rhtml
に用意した地図表示領域と合わせて、新規のパーシャルrhtmlファイル（_location.rhtml）を作成するこ
とにする。

def create_location_value(memo)
if memo.location.index('http://') == 0
link_to h(memo.location), memo.location

elsif memo.location.index('GPS:') == 0
pos = memo.location[4..-1]
create_map_call _('Show map'), memo, memo.location[4..-1],
h(memo.text.gsub(/¥r?¥n/, '<br/>'))

else
render :partial => 'location', :locals => { :item => memo }

end
end

修正

●app¥helpers¥memos_helper.rb（修正）
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付録1●練習問題の解答

●app¥views¥memos¥_location.rhtml（新規作成）

<%=h item.location%></span>
<span id="search<%= item.id%>" style="margin-left: 1em">
<%= link_to_remote _('Search Map'),

:url => url_for(:action => 'search_map', :id => item.id),
:success => "$('search#{item.id}').hide()"%>

</span>
<span>
<div id="mapa<%= item.id %>" style="display:none; 
margin-left: 1em">
<div id="map<%= item.id %>" style="height:200px; 
width: 600px"></div>
<div style="margin-top: 4px; margin-bottom: 15px">

<!-- Begin Yahoo! JAPAN Web Services Attribution Snippet -->
<span style="margin:15px 15px 15px 15px"><a href=
"http://developer.yahoo.co.jp/about">Webサービス by 
Yahoo! JAPAN</a></span>
<!-- End Yahoo! JAPAN Web Services Attribution Snippet -->

</div>
</div>

_item.rhtml
から移動

ここでは、地図検索を実行するためのアクション名を仮にsearch_mapアクションとしている。なお、
link_to_remoteメソッドのレスポンスにはRJSを利用するため、:updateパラメータは利用しない。ま
た、成功時にボタンを消すために、:successパラメータを利用する。

:省略
</div>

…削除
<div id="desc<%= item.id %>" style="display:none; 
margin-left: 1em">

:省略

●app¥views¥memos¥_item.rhtml（_location.rhtmlへ移動したコードの削除）

③既存のテストの修正
この状態でファンクショナルテストを実行すると、test¥functional¥memos_controller_test.rbの
test_showメソッドとtest_local_searchメソッドの2つのテストが失敗する。そこでこの2つのメソ
ッドを修正する。

:省略
def test_show

:省略
assert_select 'a', {:count => ANCHOR_OFFSET + 4} count値を修正

:省略
end

:省略

test_showメソッドは、編集後に呼ばれるshowアクションのテストです。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス
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手順②の修正によってアンカータグの数が、地図検索リンクとYahoo! Webサービスへのリンクの2つ
分増加したので、それを反映させる。また、locationカラムの処理を_item.rhtmlと共通化したために、
span要素を持たないshow.rhtmlでは警告が多数表示されるようになる。この警告を抑制するために、
app¥views¥memos¥show.rhtmlを以下のように修正する。

:省略
<b><%= column.human_name %>:</b> <span><%= 
format_column_value @memo, column.name %></span>

:省略

span要素を追加する

test¥functional¥memos_controller_test.rbのtest_local_searchメソッドは、地図検索ボタンクリ
ック時に呼ばれるsearch_mapアクションのテストに変更する。また、元々表明に利用している地図表
示ボタン用だったshowmap1のボタンは削除されたため、表明方法の修正が必要となる。

:省略
def test_local_search
location = memos(:one).location
memos(:one).update_attribute :location, '六本木ヒルズ'
post :search_map, :id => 1 修正
memos(:one).update_attribute :location, location
assert_response :success
assert @response.body.include? 'YahooMapsCtrl' 修正

end
:省略

上のリストでは、地図検索に成功した場合、Yahoo! 地図情報WebサービスのAPI呼び出しが返ること
を表明に利用している。
この状態でテストすると、search_mapアクションが未定義なので、test_local_searchメソッドの結
果はfailureからerrorに変わる。

④コントローラの実装
app¥controllers¥memos_cocntroller.rbに、ここで呼び出しているsearch_mapアクションを定義
する。また、公開済みのメモであればログインしていなくても地図検索処理を呼び出せるように、フィル
タの除外リストへ登録しておく。

:省略
before_filter :login_required, :except => [:index, :list,
:file, :show_attachments, 

:search_map] 追加
before_filter :owner_required, :except => [:index, :list,
:show, :new, :create, :file,

:show_attachments, :mail, :search_map] 追加
:省略

def search_map
@memo = Memo.find(params[:id])
return if forbidden?(@memo)
@map = YahooWebService::LocalSearchClient.find_positions
(MemoPad::YAHOO_APPID, @memo.location)
if @map.length == 0
render :text => ''

end
end

追加
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付録1●練習問題の解答

検索結果が0件だった場合は、更新内容が存在しないため、空文字列を返す。それ以外の場合は、既定の
レンダ処理を呼び出す。

⑤RJSファイルの実装
コントローラのsearch_mapアクションの既定のビューをapp¥views¥memos¥search_map.rjsと
して新規作成する。

pos = "#{@map[0].latitude},#{@map[0].longitude}"
page["mapa#{@memo.id}"].show
page << "map = new YahooMapsCtrl('map#{@memo.id}', '#{pos}');" +

"map.addIcon('mi#{@memo.id}', '#{pos}', 
¥"#{h @memo.location}¥", 'L3');"

このリストの内容は、元々app¥helpers¥memos_helper.rbのcreate_map_callメソッドの内容を
RJSとして書き直したものである。

このリストでは3行目のJavaScriptの行が長くなったため、文字列の+演算子による連結を利用しています。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

⑥実装の確認
テストを実行して、プログラムミスがないことを確認したら、Webブラウザで動作を確認する。

⑦リンクの再表示
最後に、l o c a t i o n カラムの内容が更新された場合の地図検索リンクの再表示処理を
app¥views¥memos¥_item.rhtmlに実装する。

:省略
page << "new Ajax.InPlaceEditor('location#{item.id}',
'#{url_for :action => 'update_location', :id => item}', 
{'onComplete': function() {$('search#{item.id}').show();}});"

onComplete属性にリンクを
表示する関数を設定する

【解説】
この問題は、これまで学習してきた範囲だけで解答できます。しかし、1つの修正が既存のファンクシ

ョナルメソッドへ影響したり、同じ処理を共有しているほかのアクションに影響するという点で、それな
りにやっかいと言えます。
この、同じ処理を共有しているほかのアクションに影響するということを、事前に確認できるというこ

とも、テストプログラムの重要な存在意義なので、必ず修正に追随するようにしましょう。もちろん、不
要となったアクションに関連するテストはメソッドそのものを削除するといった思い切りも必要となる
ので、常に追随すべきかどうかは別の問題です。
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A［練習問題2］
app¥controllers¥memos_controller.rbのshow_attachmentsアクションでcache_pageメソッド
を呼び出す。同様に、delete_filecachesメソッドで、show_attachmentsアクションのキャッシュも
削除するようにしておく。

:省略
def show_attachments
@memo = Memo.find(params[:id])
return if forbidden?(@memo)
render :partial => 'attachments'
cache_page if @memo.public_memo 追加

end
:省略

def delete_filecaches(memo)
return if memo.public_memo
expire_page :action => 'show_attachments', :id => memo.id 追加
memo.attachments.each do |a|
expire_page :action => 'file', :id => a.id, :filename => a.name

end
end

:省略

しかし、これだけでは期待される動作、すなわちキャッシュは行われない。というのは、cache_pageメ
ソッドがレスポンスをキャッシュするときに、リクエストメソッドがGETかどうかを確認しているため
である。既定ではAjax.UpdaterクラスはPOSTメソッドを利用するため、そのままではキャッシュされ
ない。
これを解消するために、public¥javascripts¥application.jsを修正して、GETメソッドを利用するよ
うに設定する。

:省略
function showItem(id) {

if ($('item' + id).innerHTML == '+') {
new Effect.SlideDown('desc' + id);
$('item' + id).innerHTML = '-';
if ($('attachment' + id).innerHTML == '') {

new Ajax.Updater('attachment' + id, 
'/memos/show_attachments/' + id, {'method': 'get'});

}
} else {

new Effect.SlideUp('desc' + id);
$('item' + id).innerHTML = '+';

}
}

修正

【解説】
この問題の要点は、キャッシュされる条件を調査する点にあります。この判定は、actionpack (バー

ジョン) ¥lib¥action_controller¥caching.rbファイルのPagesモジュールのprivateメソッドのｐ
caching_allowedで規定されています（先頭のactionpackフォルダの位置は、ウェブからダウンロー
ドした「RailsのAPIの調べ方.pdf」のP.2の「Files」項目、「vendor/rails」以降と同様にして参照して
ください）。
ところが、ここでAjax.Updaterクラスの設定でGETメソッドを利用するようにすると、今度は（設定

次第ですが）Webブラウザのキャッシュが行われるようになり、望んだタイミングでWebサーバーへリ
クエストが送られなくなることを経験するかもしれません。その場合、キャッシュされないのではなく、
リクエストがWebサーバー（Mongrel）へ送られていないことを、logから確認しなければなりません。
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付録1●練習問題の解答

Railsを利用してWebアプリケーションを開発するということは、最終的には、

といった、コンピュータに関連する多様な技術を元に知識と知恵を駆使した開発を行うことを意味しま
す。
先は長いかもしれませんが、Webアプリケーションは、開発の面白さの多様な要素が詰め込まれてい

る分野です。楽しみながら、先へ進んでください。

・自力でソースコードを読んで期待する動作を知り、実際にアプリケーションを作成して確認する
・Webブラウザのふるまい、RDBMSの使いこなし、JavaScriptの仕様、HTML/サイトデザインなど
をものにして、自在に使いこなす

・ネットワーク上のトラフィックを予測し、適切なアプリケーションアーキテクチャを構築する


